
ピ
　
一
　
コ

・
ク
の
立
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

十
五
世
紀
中
葉
に
お
け
る
宗
教
論
争
に
つ
い
て

松

浦

道

一

一コックの立場（上）　（松浦）
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・
【
要
約
】
　
い
わ
ゆ
る
「
地
下
運
動
」
時
代
に
お
け
る
ロ
ラ
ー
ド
運
動
の
具
体
相
を
と
ら
え
、
そ
の
説
く
教
説
が
い
か
に
油
衆
に
ア
ピ
ー
ル
し
え
た
か
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
対
決
し
た
ピ
ー
コ
ッ
ク
の
反
論
の
内
容
を
そ
の
主
著
『
僧
侶
を
余
り
に
も
批
難
し
す
ぎ
ざ
る
こ
と
』
の
分
析
に
よ
っ
て
究

明
し
、
こ
の
一
五
世
紀
中
葉
に
お
け
る
宗
教
論
争
を
通
じ
て
、
当
時
の
社
会
不
満
の
表
明
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
支
配
階
級
の
動
向
の
一
端
に
ふ
れ
る
。
ピ

ー
コ
ッ
ク
は
当
時
の
支
配
階
級
た
る
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
政
権
の
代
弁
者
と
し
て
ロ
ラ
ー
ド
派
教
説
に
対
決
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
も
は
や
伝
統
的
な
カ
ト
リ
ッ

ク
の
立
場
か
ら
は
こ
れ
を
批
判
し
え
ず
、
新
ら
た
に
彼
独
自
の
「
理
性
の
判
断
・
自
然
の
法
」
を
聖
書
に
優
越
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ロ
ラ
ー
ド
派
を
説
得

す
る
ほ
か
な
く
、
こ
こ
に
彼
が
か
え
っ
て
異
端
と
し
て
審
問
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
根
拠
が
あ
っ
た
。
こ
の
彼
の
悲
劇
こ
そ
は
、
当
時
の
読
会
の
相
剋
を
反
映
せ

る
も
の
で
あ
り
、
彼
は
い
わ
ば
そ
れ
に
殉
じ
た
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

は
　
し
　
が
　
き

　
ピ
ー
コ
ッ
ク
は
教
会
側
か
ら
審
問
さ
れ
て
や
む
な
く
改
宗
し
た
人

物
と
し
て
異
端
の
殉
教
者
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
誤
っ
た
評
価

は
、
『
O
び
P
司
。
麟
Φ
の
『
殉
教
者
列
伝
』
（
、
．
〉
簿
ω
9
・
a
冨
。
暑
ヨ
。
暮
ω
、
．

の
（
圃
払
。
。
藪
ド
や
。
。
8
）
　
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
　
担
甫
冨
溝
。
昌

whNA－’．．．St．i

U
●
芝
讐
Φ
ユ
9
二
⇔
9
男
黛
ゆ
導
①
塊
男
効
融
ω
O
昌
ω
ら
も
「
ル
タ
ー
の
前
の
ル
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
①

と
み
な
し
て
い
る
。
か
の
轡
い
①
惹
ω
す
ら
ウ
イ
ク
リ
フ
も
ピ
ー
コ

ッ
ク
も
と
も
に
ロ
ー
マ
教
会
に
対
決
し
た
塊
塁
で
あ
っ
た
と
し
て
い

る
。
（
．
8
募
。
圃
菊
畠
き
置
℃
①
8
。
搾
－
．
○
強
同
。
。
8
♂
．
は
）
6
●
ω
ぎ
溝
も

彼
を
一
五
世
紀
の
暗
黒
の
な
か
に
屹
立
し
た
合
理
主
義
者
、
宗
教
改

革
の
推
進
者
と
み
な
し
て
い
る
（
、
ゴ
逡
器
な
プ
9
嘗
拓
叢
纂
・
鼠
落
。

　　vvttwtv
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島
母
9
◎
馬
繋
≒
轟
㌶
巳
・
い
。
一
昌
誌
さ
・
や
δ
島
f
も
こ
豊
一
轟
g
嵩
げ
囲
三
8
阜

択
流
く
～
護
〈
野
ω
）
し
、
　
毒
．
男
“
鵠
O
O
罵
は
こ
れ
に
反
し
て
、
彼
を

極
端
に
教
会
側
に
結
び
つ
け
、
法
王
至
上
権
主
義
者
と
し
て
い
る
。

（．．

ﾑ
ぞ
Φ
。
。
○
眺
〉
器
プ
げ
溢
｝
5
唱
。
・
o
臣
O
費
詳
臼
げ
弩
ざ
、
、
い
9
乙
響
H
O
。
①
メ
く
。
｝
・
＜
℃
や

H
刈
G
。
．
8
ω
～
膳
）

　
ピ
ー
コ
ッ
ク
の
　
．
．
匪
Φ
男
①
買
①
ω
ω
o
吐
、
、
を
編
輯
刊
行
し
た
　
O
．

切
p
げ
ぎ
σ
q
8
昌
に
い
た
っ
て
始
め
て
「
非
理
性
的
な
相
手
に
対
す
る
敬

慶
な
合
理
主
義
の
発
議
者
」
と
し
、
よ
う
や
く
公
平
な
評
価
が
与
え

　
　
②

ら
れ
た
。
こ
の
見
解
は
さ
ら
に
ト
い
●
鼠
。
甑
の
窪
に
う
け
つ
が
れ
、

「
中
世
的
思
考
や
行
動
に
な
お
満
足
し
て
い
る
ル
ネ
サ
ン
ス
人
」
と

・
呼
ば
れ
（
．
、
臣
。
b
ご
。
。
写
；
き
暁
、
○
｝
詫
9
二
Φ
8
』
・
ぎ
負
シ
・
三
）
、

国
魯
鼠
．
ヒ
d
冨
。
竃
①
も
「
当
時
の
所
塵
に
し
て
後
世
の
子
」
で
あ
る
と

し
（
、
．
菊
①
σ
Q
貯
巴
位
℃
0
8
0
げ
．
、
劉
自
」
空
賓
曙
お
一
一
．
や
膳
轟
Q
。
．
）
、
8
’
ヒ
d
慧
巳
ハ

も
．
．
①
ほ
g
⊃
馨
轡
Φ
叢
貯
δ
o
h
o
篤
げ
。
創
。
野
盗
、
、
と
よ
ん
で
い
る
。
（
．
、
謀
ω
鉾

o
h
駆
引
●
匿
審
蜀
窪
お
．
、
客
く
噂
目
○
。
Φ
ω
●
は
℃
．
ω
Q
。
α
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
思
想
史
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
一
方
に
お

鼻
て
国
．
＜
・
国
幣
。
げ
8
0
騨
の
よ
う
に
「
本
質
的
に
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
的
ス
「
＝
フ
型
の
思
想
家
」
で
あ
り
（
竃
¢
o
〔
『
。
蹴
9
二
◎
一
一
お
．
．
0
9
尾
『

鐸
国
・
8
冒
ω
・
δ
鐸
淡
一
）
、
「
彼
は
そ
の
見
解
を
真
面
臼
に
抱
い
て
い

た
と
い
わ
ん
よ
り
は
論
理
の
練
習
と
し
て
味
わ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
」

（
≦
♂
ρ
○
話
簿
．
。
・
H
暮
8
◎
8
夢
。
．
．
カ
。
巳
o
o
残
。
一
拳
富
影
菊
Φ
H
一
σ
々
δ
臼
回
．
、

目
．
国
．
日
Q
り
・
お
ト
。
刈
諸
ゑ
）
　
と
し
、
ま
た
出
．
ω
・
じ
d
Φ
⇔
Φ
簿
の
よ
う
に

「
い
ず
れ
に
し
て
も
重
要
な
人
物
と
は
節
せ
な
い
」
（
、
δ
冨
髪
巽
9
｝
託

¢
お
騙
夢
8
昌
9
蔓
．
、
○
墓
お
ミ
．
題
璽
お
O
～
ω
）
と
す
る
派
と
他
方

に
お
．
い
て
ρ
冨
’
ω
白
詳
げ
の
よ
う
に
「
徹
底
し
た
合
理
主
義
者
」

（
．
．
℃
お
菊
臥
影
写
騨
賦
。
障
同
感
一
ρ
薮
．
．
お
。
。
㊤
や
ト
。
。
。
卜
⊃
）
で
あ
り
、
　
〉
・
ρ
ψ

竃
鴫
H
①
の
の
よ
う
に
「
信
仰
と
理
性
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
し
た
唯
一
の

人
」
（
．
．
野
σ
q
否
乙
ぎ
勢
巴
葺
。
ン
一
島
島
。
〉
㈹
。
㏄
．
．
お
認
）
と
高
く
評
価

す
る
派
が
あ
っ
て
、
な
お
決
定
的
な
見
解
が
定
立
し
て
い
な
い
。
＜
・

踏
。
団
ノ
○
目
Φ
Φ
昌
も
ま
た
そ
の
襟
準
的
な
著
作
（
．
、
聾
。
。
｝
さ
思
力
。
α
q
営
巴
自

評
8
。
『
．
9
乾
）
．
お
含
に
お
い
て
ピ
ー
コ
ッ
ク
の
史
的
地
位
に
つ

い
て
は
な
お
明
確
な
結
論
を
さ
し
ひ
か
え
て
い
る
。
（
量
（
一
ワ
b
。
ω
㎝
）

国
．
国
鷲
識
。
騨
は
そ
の
学
位
論
文
に
お
い
て
、
「
彼
の
異
端
性
は
甚
だ

し
く
誇
大
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
教
説
の
大
部
分
は
教
会
の
正
統

教
説
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
（
、
．
菊
①
σ
Q
ヨ
p
冠
娼
①
8
。
搾
、
、
♂
＜
器
亨

ぎ
0
9
8
ご
お
ト
。
卜
。
｝
）
．
お
）
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
「
聖
書
の
権
威
の
上
に

理
性
の
そ
れ
を
お
い
た
こ
と
に
お
い
て
の
み
異
端
で
あ
っ
た
に
す
ぎ

な
い
」
（
一
σ
δ
）
と
い
い
、
箇
●
出
●
国
炎
δ
円
の
。
⇒
も
「
ピ
ー
コ
ヅ
ク
は
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ほ
と
ん
ど
完
全
に
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
ク
リ
ス
チ
｛
ノ
ソ
で
あ
り
な
が
ら
、

同
時
に
理
性
を
考
慮
し
た
合
理
主
義
者
と
し
て
は
独
自
の
思
想
家
で

あ
る
」
（
．
．
菊
①
σ
Q
蝕
巴
畠
始
⑦
o
o
o
貫
O
重
量
酌
窪
労
ρ
銘
O
p
聾
簿
、
、
ヨ
Q
。
℃
①
象
匹

冨
ヨ
お
㎝
①
〉
℃
議
）
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
小
稿
は
彼
の
主
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

『
僧
侶
を
余
り
に
竜
批
難
し
す
ぎ
ざ
る
こ
と
』
を
参
照
し
な
が
ら
彼

の
思
想
史
上
の
地
位
に
つ
い
て
さ
さ
や
か
な
考
察
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
。

①
閑
①
α
q
言
巴
α
勺
。
。
o
σ
犀
“
、
学
士
。
甥
。
属
Φ
。
・
。
・
貧
。
｛
o
く
貧
ヨ
餌
。
げ
切
ご
ヨ
ぎ
σ
登

　
o
恥
昏
①
o
｝
①
品
矯
．
、
図
○
嬬
ω
ω
（
9
ユ
窃
ひ
⊇
く
9
ω
「
瞬
G
。
8
〈
○
ど
ピ
＆
■
ρ

　
切
ρ
ぼ
謎
σ
q
酔
。
拝
囲
p
¢
o
α
．
穿
．

②
．
8
置
．
羅
客

一

　
知
Φ
σ
q
ぢ
絃
山
（
涛
3
δ
O
δ
）
℃
Φ
8
0
醤
（
目
ω
露
＼
ド
ω
8
～
置
①
O
＼
置
①
一
）
は
ウ

ェ
ル
ズ
の
ω
戸
U
鋤
く
嵐
教
区
内
に
生
ま
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
前
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

生
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
彼
は
皮
鵬
病
に
か
か
っ
た
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ど
も
、
美
し
い
威
厳
に
み
ち
た
風
貌
を
竜
ち
、
虚
栄
心
・
自
員
心
が

　
③

強
く
、
得
音
心
の
一
二
段
論
法
に
よ
っ
て
常
…
に
出
し
や
ば
つ
て
発
言
、
説

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
①

教
、
著
作
を
行
っ
た
が
、
そ
の
性
絡
に
は
多
く
の
矛
盾
や
欠
点
が
あ

晦
．
あ
る
意
味
で
は
人
間
的
な
鵜
編
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
・

な
お
彼
の
親
友
で
後
に
裳
。
吋
≦
ざ
げ
司
教
に
な
っ
た
毒
』
8
穂

U
《
上
唇
が
O
o
讐
ぞ
曽
目
の
ど
p
纂
Φ
σ
q
H
o
ω
出
身
の
水
車
羅
の
子
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
も
ま
た
決
し
て
富
裕
な
階
級
の
出
身
で
は
な
か

　
　
　
　
　
⑦

つ
た
で
あ
ろ
う
。

　
彼
の
生
涯
に
お
い
て
注
醤
さ
れ
る
の
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

○
比
鉱
O
o
環
Φ
σ
q
①
に
学
び
（
一
四
〇
九
年
入
学
、
一
四
一
三
年
匂
び
・
〉
・
）
ウ
ィ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

リ
ブ
の
教
説
や
ロ
ラ
ー
ド
派
の
説
教
に
大
き
な
影
響
を
う
け
た
こ
と
、

お
よ
び
U
・
U
●
の
コ
ー
ス
に
お
い
て
そ
の
学
識
を
認
め
ら
れ
、
」
グ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ス
タ
ー
公
矯
¢
範
℃
騨
Φ
団
の
知
遇
を
え
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
事

実
グ
ロ
ス
タ
！
公
の
庇
護
に
よ
り
彼
は
間
屯
な
く
グ
ロ
ス
タ
ー
派

ω
戸
鼠
甘
ロ
鋤
皿
ぎ
夘
δ
㌶
の
司
祭
職
緑
を
え
て
ロ
ソ
ド
ソ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

芝
葺
簿
貯
σ
q
8
誹
学
長
に
補
さ
れ
、
さ
ら
に
間
も
な
く
O
●
O
．
を
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ω
r
》
ω
鋤
℃
げ
の
司
教
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
　
し
か
し
、
当
時
は
百
年
戦
争

は
不
利
で
あ
り
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝
の
財
政
塗
筆
は
対
仏
外
交
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ソ
ト
リ
ミ

を
軟
弱
に
し
、
右
武
力
に
．
擁
〃
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
地
主
・
ブ
ル
。
シ
誤
ア
ジ
ー

は
極
め
て
不
満
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
喪
失
、
ジ

雨
、
ッ
ク
・
ケ
ー
ド
の
乱
に
み
る
よ
う
に
ラ
ソ
ヵ
ス
タ
1
体
制
の
矛
盾

　
　
　
　
　
　
⑫

は
お
お
い
。
が
た
く
、
よ
・
り
や
・
鼠
ヨ
ー
ク
政
権
へ
の
動
…
き
。
が
現
わ
れ
つ
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⑱

つ
あ
．
つ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
ロ
ス
タ
ー
公
の
死
後
も
ピ
ー
コ
ッ

ク
は
サ
フ
ォ
！
ク
伯
に
煮
繭
晒
さ
れ
、
一
四
五
〇
年
に
は
O
け
8
ぼ
①
段
①
目
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

司
教
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
の
間
、
彼
は
国
王
に
請
願
し
て
■
1
0
税
や
■
1
5
税
の
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

除
を
申
請
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
教
区
内
に
ぱ
不
在
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン

に
あ
っ
て
執
筆
を
続
け
て
い
た
。
こ
の
教
区
内
不
在
と
ω
戸
勺
曽
乱
、
ω

9
0
ω
。
α
に
お
け
る
有
名
な
説
教
に
よ
っ
て
彼
の
失
脚
の
第
一
歩
が
印

　
　
⑯

さ
れ
る
こ
と
が
注
蟹
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
四
四
七
年
の
こ
の
説
教

に
お
い
て
司
教
は
説
教
し
な
い
こ
と
を
責
め
ら
る
べ
き
で
な
く
、
そ

の
教
区
内
の
監
督
や
議
会
・
聖
職
者
会
議
に
お
け
る
忠
告
者
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

遂
行
す
．
へ
き
囲
難
な
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
試
み
た
の

で
あ
り
、
彼
は
こ
の
説
教
に
よ
っ
て
司
教
の
悪
口
を
い
う
も
の
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

く
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
か
え
っ
て
人
女
は
強
い
反

感
を
も
つ
に
至
り
、
と
く
に
ロ
ラ
ー
ド
派
は
激
し
い
反
対
を
表
明
す

　
　
　
⑲

る
の
で
あ
る
。
と
く
に
国
王
は
間
も
な
く
書
簡
を
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
に
送
り
こ
。
ぎ
瓢
9
ユ
。
毒
は
ピ
ー
コ
ッ
ク
説
の
支
持
者
で
あ
る
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

○
●
U
’
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ま

き
起
る
反
対
の
ゆ
え
に
、
　
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
隔
。
び
⇔
ω
痘
罐
。
触
亀

拡
ピ
ー
コ
ッ
ク
に
弁
明
を
要
求
し
、
こ
れ
に
こ
た
え
て
彼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漁
・

．
．
〉
署
お
く
禦
δ
力
愚
惹
聾
勺
⑦
8
鼻
．
、
を
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
概

要
を
示
せ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
q
D
司
教
が
そ
の
職
責
に
よ
っ

て
一
般
人
に
説
教
す
る
義
務
が
あ
る
と
は
証
明
で
き
な
い
。
　
㈹
司

教
は
自
ら
を
束
縛
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
　
⑧
司
教
は
下
級

僧
侶
よ
り
も
よ
り
多
く
の
知
識
を
も
て
る
は
ず
で
あ
る
。
　
㈲
司
教

は
そ
の
よ
り
高
い
義
務
が
邪
魔
さ
れ
ぬ
限
り
、
説
教
な
ど
下
級
僧
侶

の
機
能
を
自
7
田
に
果
し
て
差
支
え
な
い
。
　
⑤
色
々
な
理
由
に
よ

っ
て
司
教
は
そ
の
教
区
内
に
居
起
す
る
こ
と
か
ら
免
除
さ
れ
る
。

⑥
司
教
は
単
な
る
説
教
よ
り
も
よ
り
以
上
に
重
大
な
義
務
を
も
つ

て
い
る
。
　
⑦
法
王
に
よ
る
司
教
職
の
叙
任
も
初
収
入
料
の
支
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

も
聖
職
売
買
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
弁
護
は
高
僧
た
ち
に
支
持
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
彼
に
よ
っ
て
投
ぜ
ら
れ
た
波
紋
は
決
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
お
さ
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
政
権
の
動
揺
・
ヨ
ー

ク
派
の
藁
灰
と
と
も
に
そ
れ
は
ふ
た
た
び
動
く
の
で
あ
る
。

　
彼
が
そ
の
主
著
．
、
菊
①
鷲
①
ω
ω
o
吋
．
、
を
完
成
し
た
の
は
、
一
四
四
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ク
派
の
人
々
が
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝
と
結
合
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
ピ
ー
コ
ッ
ク
を
攻
撃
す
る
の
は
一
四
五
七
年
で
あ
．
る
。
す
な
わ
ち
、

一
四
五
七
年
一
〇
月
二
二
日
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
で
国
王
評
議
ム
瓜

が
欄
嗣
か
れ
た
時
、
ヨ
ー
ク
派
の
ロ
ン
ド
ン
市
長
0
9
0
⇔
質
嘱
ご
σ
q
ω
が
彼
の
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著
作
に
な
る
宗
教
冊
子
の
な
か
に
問
題
を
は
ら
む
章
句
を
発
見
し
、

こ
れ
を
会
議
に
提
出
し
た
の
を
機
と
し
、
大
司
教
切
。
霞
。
ぼ
霧
は
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

！
ク
派
と
結
ん
で
審
問
を
開
始
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
は

大
司
教
は
過
去
心
力
年
間
に
彼
が
書
い
た
本
を
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
以
前
に
書
い
た
本
は
知
友
間
に
流
布
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
分

の
最
終
的
な
訂
正
を
受
け
て
い
な
い
か
ら
責
任
は
竜
て
な
い
こ
と
を

　
　
　
　
　
⑳

明
ら
か
に
し
た
。
大
司
教
は
一
一
月
一
一
日
に
そ
の
著
書
を
所
持
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
ラ
ソ
ベ
ス
に
出
頭
す
る
よ
う
命
じ
た
の
で
、
彼
は
そ
の
著
作
の
語

旬
の
修
正
に
没
頭
し
た
後
、
　
．
．
幻
Φ
℃
触
Φ
ω
ω
o
同
．
、
．
、
じ
d
o
o
評
○
団
男
蝕
9
、
、

、
．
U
o
昌
象
、
、
を
ふ
く
む
九
冊
の
本
を
た
ず
さ
え
て
ラ
ン
ベ
ス
に
出
頭
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

大
司
教
以
下
二
四
人
の
U
曹
U
・
の
審
問
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の

な
か
に
は
ω
幹
》
ω
鋤
℃
げ
　
の
前
任
者
で
あ
っ
た
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
司
教

や
『
ソ
ロ
モ
ン
の
剣
』
の
筆
者
で
あ
っ
た
彼
の
論
敵
切
霞
団
や
ヨ
ー
ク

派
で
あ
る
リ
ソ
カ
ソ
司
教
臼
。
げ
⇒
O
ぽ
Φ
島
毒
。
跨
げ
な
ど
が
い
て
彼
に
利

　
　
　
　
　
⑳

は
不
で
あ
っ
た
。
審
問
会
は
彼
に
撤
回
す
べ
き
七
点
を
憂
し
、
翌
一
二

日
に
も
再
審
問
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
彼
は
一
二
月
三
日
（
土
）

大
司
教
の
面
前
で
転
向
を
誓
い
、
翌
日
ω
け
勺
勇
。
乱
、
ω
9
0
ω
ω
で
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

万
人
の
人
女
を
前
に
公
式
な
誓
絶
を
し
た
の
で
あ
る
。
問
題
の
七
力

条
と
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
ω
　
わ
が
主
、
イ
エ
ス
・
ク
リ
ス
ト
が
死
後
地
獄
に
お
ち
た
と
信
ず
る

こ
と
は
救
済
に
必
要
で
な
い
。

（6）　（5）　（4）　（3）　（2）

同
し
、
規
定
し
た
こ
と
は
、

さ
れ
、

と
批
難
す
る
こ
と
が
許
し
が
た
い
と
信
ず
る
こ
と
は
救
済
に
必
要
で
な
い
。

　
⑦
　
誰
で
も
聖
書
を
文
字
通
り
に
解
す
る
こ
と
は
全
く
合
法
的
で
あ
り
、

　
他
の
ど
ん
な
意
味
を
固
執
す
る
こ
と
も
救
済
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
主

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
張
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
「
も
し
私
が
自
分
の
見
解
を
弁
護
す
る
な
ら
ば
、
焚
刑
に
処
せ
ら

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
そ
う
し
な
い
な
ら
私
は
笑
草
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
人
女
か
ら
罵
言
さ
れ
て
も
信
仰
を
放
棄
し
、
地
獄
に
至
る
よ

り
は
よ
い
。
そ
れ
ゆ
え
私
は
誓
絶
す
る
こ
と
を
選
び
、
余
生
は
疑
が
起

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
ぬ
よ
う
に
生
き
た
い
。
篇
と
筈
え
て
い
る
。
「
聖
な
る
三
位
一
体
の

名
に
お
い
て
私
は
私
自
身
の
自
由
意
志
で
、
い
か
な
る
人
の
強
綱
に

竜
よ
ら
ず
、
次
の
こ
と
を
告
白
し
、
宣
言
す
る
。
私
は
か
つ
て
聖
書
や

聖
霊
を
信
ず
る
こ
と
は
救
済
に
必
要
で
な
い
。

聖
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
信
ず
る
こ
と
は
救
済
に
必
要
で
な
い
。

聖
餐
を
信
ず
る
こ
と
は
救
済
に
必
要
で
な
い
。

普
遍
教
会
も
信
稗
に
つ
い
て
誤
り
を
犯
す
こ
と
が
あ
る
。

普
遍
教
会
の
一
般
集
会
が
信
仰
上
ま
た
救
済
の
た
め
に
決
定
し
、
賛

　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ス
ト
に
忠
実
な
人
々
の
凡
て
に
よ
り
保
持

認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
や
善
行
に
反
回
で
あ
る
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聖
教
会
が
決
定
し
た
こ
と
よ
り
竜
、
宙
然
理
性
の
判
断
に
よ
る
べ
き

こ
と
を
唱
え
…
…
真
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
に
反
し
て
危
険
に
し
て
、

有
害
な
教
説
、
著
作
を
公
に
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
聖
教
会
の
決
定

や
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
に
反
す
る
異
端
と
誤
謬
を
ふ
く
ん
で
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
云
々
」
。
　
こ
う
し
て
彼
は
自
ら
そ
の
著
作

に
な
る
二
つ
折
本
三
冊
と
四
つ
折
本
一
一
冊
を
火
中
に
投
じ
た
の
で

あ
っ
た
。
思
う
に
審
問
を
う
け
る
こ
と
自
体
彼
に
と
っ
て
は
む
し
ろ

心
外
で
あ
っ
た
に
桐
平
な
い
。
何
と
な
ら
ば
彼
自
身
は
教
会
を
守
ろ

う
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
異
端
と
さ
れ
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ピ
ー
コ
ッ
ク
の
罪
科
の
決
定
は
延
期
さ
れ
、
ま
ず

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
つ
い
で
メ
ー
ド
ス
ト
ン
に
送
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
彼

は
免
罪
と
復
職
を
望
み
、
法
王
O
p
財
曇
償
ω
鵠
H
に
請
願
し
て
い
る
。

そ
れ
は
好
意
的
に
受
け
と
ら
れ
、
法
王
は
そ
の
破
門
と
処
罰
を
中
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

す
る
よ
う
に
同
好
司
教
臼
O
げ
⇒
ω
8
渥
①
ω
に
指
示
し
て
い
る
。
し
か

し
こ
れ
に
対
し
、
彼
を
審
聞
し
た
人
々
は
法
王
が
℃
貯
ω
囹
H
に
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
や
、
彼
の
行
為
は
正
し
く
か
の
男
欝
①
ヨ
ニ
巳
自
律
に
違
反
す
る

も
の
で
あ
る
と
国
王
ヘ
ン
リ
ー
六
世
に
訴
え
た
。
国
王
も
異
端
と
宣

告
さ
れ
た
者
を
司
教
職
に
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
法
王

に
実
情
を
訴
え
、
そ
の
二
重
を
剥
奪
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
告

　
　
　
⑫

げ
て
い
る
。
そ
し
て
国
王
は
｝
O
げ
⇔
U
①
旨
唄
と
Q
出
げ
Φ
蔦
麟
9
蜜
α
O
O
騨

を
彼
の
と
こ
ろ
に
派
し
相
当
な
年
金
を
与
え
る
こ
と
を
約
し
て
辞
職

を
迫
り
、
も
し
法
王
に
訴
願
す
れ
ば
、
極
刑
を
も
つ
て
臨
む
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

う
と
脅
迫
し
て
い
る
。
ピ
ー
コ
ッ
ク
が
辞
職
し
た
の
は
恐
ら
く
こ
の

よ
う
に
し
て
で
あ
り
、
し
か
も
彼
の
敵
手
た
ち
は
そ
れ
に
満
足
せ
ず
、

彼
を
℃
雲
①
目
ぴ
O
H
O
窺
σ
q
げ
附
近
の
8
9
曇
①
畷
僧
院
に
送
り
、
密
閉
し
た

部
屋
の
な
か
に
幽
閉
し
た
の
で
あ
っ
た
。
大
司
教
の
僧
院
長
に
対
す

る
指
示
に
よ
れ
ば
、
み
さ
を
聞
く
祭
壇
と
み
さ
の
本
、
さ
ん
び
歌
、
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

書
以
外
は
与
え
ら
れ
ず
、
書
く
材
料
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し

て
彼
は
、
一
四
六
〇
年
ご
ろ
恐
ら
く
は
六
六
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ

た
の
で
あ
る
。
彼
の
数
多
く
の
著
作
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
、
彼
自
身

も
や
が
て
人
女
か
ら
忘
れ
ら
れ
、
そ
の
影
響
も
一
六
世
紀
に
は
ほ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ん
ど
見
ら
れ
ず
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
な
誤
解
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

①
　
わ
ず
か
に
彼
の
論
敵
日
ぴ
。
欝
㊤
。
n
O
ρ
ω
o
O
お
⇒
Φ
や
旨
導
回
乏
げ
簿
び
ρ
日
－

　
。
吟
母
鳥
。
の
言
辞
か
ら
推
定
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
や
り
．
問
寛
o
O
び
嚇
切
①
曳
震

　
詳
。
匡
℃
①
8
0
貫
切
勝
げ
。
℃
○
鳩
Ω
鳳
。
｝
ざ
。
。
士
爵
’
勺
δ
8
9
ぎ
σ
q
も
・
貯
。
諺
け
プ
㊦

彰
葺
重
げ
＞
8
（
剛
§
ρ
》
二
・
。
野
二
三
ぎ
匿
．
お
鑓
℃
e
誌
点
）
と
く
に
、
、
剛
。
。

　
9
①
い
ひ
同
。
～
・
Φ
肘
詳
舞
郎
ヨ
．
．
と
：
U
8
鴬
。
罫
㊤
ユ
ニ
ヨ
：
に
よ
る
ほ
か
な
い
。

（
S
o
鉱
憎
（
ぎ
鋭
い
。
薮
銭
｝
．
碧
忠
｝
ざ
蓄
こ
娼
じ
尊
お
貯
一
｝
（
　
．
〉
嵩
震
無
へ
）
㍗

　
ぼ
巴
Q
Q
養
く
。
メ
！
δ
一
日
．
お
O
c
。
び
9
孟
陰
ワ
ト
3
お
）
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②
．
、
ヵ
①
鷲
①
。
。
。
。
o
㌦
、
く
9
降
｝
）
℃
●
㎝
罐
～
①
一
〇
霧
8
σ
q
零
　
．
ド
g
8
旨
ぴ
δ

　
＜
Φ
誌
3
ε
ヨ
”
、
巴
■
ぴ
緒
■
中
8
幻
。
α
Q
φ
屋
○
蔦
．
一
Q
。
o
。
一
。
ワ
ト
⊃
Φ
鼠
十
二
国
●

　
踏
．
○
話
①
昌
一
〇
や
。
霊
や
ざ
．

③
○
鉱
a
器
コ
。
℃
．
9
戸
く
9
．
↑
．
や
b
⊃
ω
。
。
¶

④
　
．
．
楚
。
℃
お
。
・
。
。
o
『
、
＜
○
ピ
ピ
℃
や
窃
～
圃
刈
や
お
◎
。
そ
の
言
辞
は
聴
と
し

　
て
尊
大
に
失
し
、
と
く
に
国
王
に
対
す
る
非
礼
の
言
は
そ
の
失
脚
を
早
め

　
た
一
因
と
思
わ
れ
る
。
（
（
）
勝
一
σ
一
喫
幽
唱
■
卜
⊃
さ
⊃
）

⑤
⇔
d
9
ぎ
σ
q
酔
§
．
。
・
ぎ
ヰ
＆
」
～
罫
　
⑥
薫
〔
＝
7
噛

⑦
○
お
Φ
資
。
娼
．
。
搾
℃
．
。
。
p
郵

⑧
一
闘
〇
七
年
十
一
月
、
｝
皇
民
Φ
｝
大
司
教
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
聖

　
者
会
議
を
開
き
、
許
可
な
く
し
て
ウ
ィ
ク
リ
フ
お
よ
び
そ
の
派
の
著
作
を

　
職
使
直
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
（
国
’
切
．
≦
o
同
犀
ヨ
ρ
登
｝
o
げ
嵩
芝
図
〇
一
搾
H
Φ
卜
。
①

　
ノ
δ
ド
一
一
．
唱
や
瓜
霜
～
り
〉
篭
．
＜
）
さ
ら
に
大
司
教
は
大
学
を
訪
問
し
よ
う

　
と
し
た
が
、
と
く
に
ロ
ラ
ー
ド
派
の
多
か
っ
た
○
ユ
鉱
0
9
ざ
σ
Q
①
は
大
司
教

　
に
対
し
て
そ
の
扉
を
閉
じ
た
。
　
こ
の
た
め
隅
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
慌
宣
び
雛

　
し
ご
睦
。
げ
や
≦
－
臣
冨
田
Q
Q
一
日
o
p
ら
は
告
発
ざ
れ
、
大
学
は
一
時
禁
制
下
に

　
お
か
れ
、
同
カ
レ
ッ
ジ
の
部
長
鰍
。
無
告
男
。
汁
①
は
ロ
ラ
ー
ド
派
で
あ
る
と

　
い
う
け
ん
ぎ
を
う
け
た
。
　
（
刃
ρ
。
a
プ
繍
巴
ご
出
●
○
脇
d
巳
！
、
下
甑
郎
窪
ヨ
夢
④

　
該
達
巳
①
》
σ
Q
①
。
。
c
う
（
洲
げ
《
℃
o
毛
8
剛
＄
田
邑
戴
き
密
昌
ぐ
2
・
三
や
一
Q
◎
b
O
」
］
．
）

　
ピ
…
コ
ッ
ク
は
丁
度
こ
の
よ
う
な
と
き
、
す
な
わ
ち
一
触
一
四
－
五
年
に

　
○
識
9
0
0
＝
①
σ
q
o
の
h
o
出
O
芝
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
や
が
て
か
の
○
箆
o
ρ
甲

　
¢
①
の
乱
が
起
る
。
　
裏
た
当
時
か
の
日
ご
。
ヨ
ρ
ω
0
2
ゆ
。
。
a
σ
q
鄭
①
も
同
カ
レ

　
ッ
ジ
に
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
（
○
巴
0
9
ご
。
｝
メ
2
ρ
鎧
）
・
回
G
Q
～
鱗
）

⑨
　
畿
●
譲
．
＜
搾
乳
。
謎
嚇
缶
。
；
℃
ξ
3
．
▼
〇
三
戸
0
9
0
δ
自
。
。
。
仲
2
一
り
O
圃
｝
）
．

　
①
。
。
コ
9
伸
二
〇
窓
§
嚇
。
ワ
。
…
戸
毛
．
8
～
ド
実
に
○
凱
9
6
＆
轟
。
ぱ

　
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
派
司
教
の
出
身
校
の
観
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
　
（
』
ρ
o
c
げ
…

　
o
℃
・
9
戸
唱
．
一
ト
。
Φ
）

⑩
　
庭
9
◎
歴
メ
一
り
鍛
律
色
ざ
o
o
ド
、
伍
ぎ
ヰ
。
◎
己
×
．

⑭
　
㏄
ρ
σ
ヨ
σ
q
｛
9
統
。
っ
囲
p
貯
。
α
●
乙
蹄
な
お
彼
が
そ
の
著
作
を
究
戒
す
る
の
は
、

　
実
に
こ
の
時
期
（
一
㈱
四
四
年
）
で
あ
り
、
そ
の
思
想
が
体
系
ず
け
ら
れ

　
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
（
宣
o
o
げ
鴇
。
男
「
9
¢
唱
。
一
ト
⊃
刈
）

⑫
　
と
り
あ
え
ず
、
拙
稿
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
…
ド
の
乱
に
つ
い
て
」
　
一
、
世
界

　
史
研
究
』
第
十
一
号
参
照
。

⑬
　
ロ
ラ
ー
ド
の
徒
が
多
く
ヨ
ー
ク
派
の
地
盤
に
輩
…
山
し
て
い
た
こ
と
に
注

　
意
。
拙
稿
「
ロ
ラ
ー
ド
運
動
の
一
考
察
」
嘲
，
藤
洋
史
学
』
第
二
八
輯
参
照
。

⑭
　
一
四
五
〇
年
三
月
二
三
日
、
じ
ご
9
ぴ
貯
σ
q
ε
⇔
が
六
月
墨
田
と
し
て
い
る
の

　
は
誤
り
で
あ
る
。
（
O
話
①
員
O
や
9
壁
や
畠
’
戸
一
）
な
お
当
時
の
政
情

　
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
＠
参
照
。

⑯
　
O
巴
■
℃
鉾
．
勾
。
冨
ω
置
幽
～
①
や
鐙
。
。
．
a
f
智
8
豆
。
℃
顧
2
け
℃
レ
ω
鯉

　
サ
フ
ォ
ー
ク
派
は
教
会
に
有
力
な
メ
ン
バ
ー
を
送
る
こ
と
に
努
め
、
ピ
ー

　
コ
ッ
ク
も
宮
廷
と
関
係
を
も
つ
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
彼
は

　
サ
フ
ォ
ー
ク
派
と
し
て
反
戦
派
で
あ
り
、
対
フ
ラ
ン
ス
戦
に
強
い
反
対
を

　
表
質
し
て
い
る
。
（
、
．
ズ
⑦
℃
窓
。
e
。
。
O
目
．
．
一
．
℃
．
㊤
O
）

⑯
叢
零
ぎ
。
。
匿
．
。
。
㌶
窪
＆
．
×
ピ

⑰
　
＾
．
ヵ
O
℃
O
匂
ゆ
ω
O
厭
．
、
一
・
℃
●
o
Q
G
Q
．
ピ
ー
コ
ッ
ク
が
こ
の
説
教
を
行
っ
た
動
機

　
は
、
当
暗
説
教
を
し
な
い
教
区
内
不
在
司
教
に
対
し
て
不
利
な
鱒
が
起
つ

　
て
お
り
、
ま
た
司
教
の
な
か
に
は
良
心
的
に
迷
っ
て
い
る
も
の
も
い
た
し
、

　
今
や
司
教
の
摩
務
が
明
ら
か
に
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
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た
。
な
お
説
教
そ
れ
磨
体
を
決
し
て
彼
は
排
除
す
る
意
図
が
な
か
っ
た
こ

　
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
．
．
欝
。
唱
霧
切
霞
．
．
鵠
や
＄
G
。
）

⑲
o
．
搾
○
塁
ご
鷲
・
霧
三
夷
営
竃
①
簿
ノ
、
苫
葺
α
Q
｝
雪
窮
9
巨
σ
・

　
お
・
。
①
ワ
毒

⑲
破
戒
僧
や
不
在
僧
や
説
教
を
し
な
い
僧
侶
に
対
し
て
は
運
指
税
を
支

　
払
う
必
要
は
な
い
と
い
う
ロ
ラ
！
ド
派
の
ω
芝
ヨ
匹
Φ
H
び
冠
の
醤
を
想
起
せ

　
よ
。
（
○
≦
ω
ゴ
薫
創
ら
甲
富
①
）
ま
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
…
ド
の
乱
に
お
け
る

　
不
満
の
な
か
に
司
教
に
よ
る
説
教
の
無
視
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
旨
し
た

　
い
。

⑳
蜜
8
豆
。
や
。
霊
や
頴
9

⑳
、
．
菌
鷲
①
ω
窪
ご
く
g
鶴
な
℃
．
弓
①
置
～
ρ

⑫
堂
山
．
な
お
戸
毛
Φ
霧
…
鵠
蘇
諺
㊤
一
θ
雪
二
⇒
穿
σ
q
巨
ム
含
円
一
話
芸
①

　
同
G
η
け
プ
O
O
⇒
仲
∬
同
団
H
④
㎝
熱
⊃
⑦
窪
．
　
唱
勺
顧
刈
③
～
刈
参
昭
…
o

⑱
O
鉱
鼠
葛
貫
。
や
。
搾
く
○
｝
」
’
唱
b
O
ω
～
蒔

⑳
　
．
．
菊
①
℃
触
①
ω
ω
o
屈
、
．
罫
や
銀
◎
黒
雨
戦
争
．
が
再
開
さ
れ
て
か
ら
一
鳳
囲
年

　
経
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
計
算
す
る
と
一
四
閥
九
年
に
な

　
惹
．
わ
け
で
あ
る
。
（
O
屋
①
郎
h
o
℃
・
写
物
勺
ω
o
Q
戸
直
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ロ
パ
リ
ズ
ム

⑳
　
8
響
○
．
周
鉱
冨
a
は
彼
の
法
玉
主
義
が
そ
の
没
落
を
結
果
し
た
と
い
つ

　
て
い
る
（
．
．
↓
ぴ
o
O
び
餌
H
o
げ
㊤
コ
α
℃
ρ
℃
勲
。
《
．
．
ド
㊤
濠
℃
・
畠
O
昌
）
が
、
や

　
は
り
本
文
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
（
の
瞬
。
φ
φ
一
〇
唱
◎
o
卿
鉾
唱
．

　
幽
り
●
O
「
O
Φ
け
椿
ω
H
P
け
村
O
偶
．
諸
く
口
〉
■
ン
8
　
0
0
0
げ
O
　
、
、
℃
O
O
O
①
搾
爵
．
一
躍
】
）
．
諸
◆

　
じ
6
・
〈
。
r
遂
唱
．
①
お
～
縄
）

⑳
Q
舘
8
茜
屋
鴇
。
℃
・
。
罫
署
．
ω
『
c
Q
～
。
。
ρ
簿
こ
○
鉱
益
器
二
。
℃
・
。
一
け

　
ぐ
。
二
’
器
P
｝
勺
○
筍
魯
婁
。
。
貸
↓
冨
6
。
曇
ダ
韻
翼
哺
魚
閃
渉
解

　
Ω
諮
蚕
梓
謹
。
！
δ
二
神
讐
』
Q
。
一
～
④
劉

㊧
野
び
器
ぴ
§
＾
ω
冥
さ
心
嚢
話
拝
轡

⑳
瓢
ぎ
ぎ
。
。
犀
．
の
ぎ
跨
。
畠
■
誤
ξ

⑳
蒼
葬
匿
註
腔

⑳
冒
8
げ
　
・
℃
ゆ
a
．
ぴ
や
δ
・
。
・

⑳
瞬
ρ
σ
ぎ
σ
q
8
訂
、
。
・
碧
嘗
＆
．
邑
く
同
聾
鵠
欝
｝
ぎ
。
鼻
、
。
。
ぎ
¢
9
・
拷
滋
泣
～
置
嵐
ノ
、

⑳
鴨
欝
玄
護
ε
コ
．
ω
潮
蔦
a
’
縁
資
冥
P
ぞ
影
白
営
望
O
露
旦
冨
ヨ
お
塁

　
ご
ご
生
き
舞
①
〈
。
＝
｛
二
）
●
軌
蕊
い
。
覧
。
嵩
・
。
メ
。
登
⑤
。
。
富
多
簿
・

畢
雛
～
8
．
o
磐
、
雪
賃
。
や
舞
・
、
。
二
も
や
§
～
堕

⑱
9
ρ
O
o
艮
ざ
2
ω
g
蒙
に
｛
①
冨
蝉
客
巴
p
貯
。
ヨ
昏
。
O
g
ぬ
器
馨

　
言
芸
①
壽
h
・
§
豊
9
二
ゆ
㎝
①
9
彰
σ
や
・
。
①
。
。
・

⑳
o
舅
8
奮
。
6
や
三
酔
も
℃
．
㎝
心
。
。
～
り
．
看
げ
。
夢
雲
、
・
・
菟
。
・
署
・
装

　
～
8
0
鼻
‘
じ
d
9
露
鱗
・
雛
H
灘
ぎ
9
邑
く
諜
～
益
×
・

⑳
o
g
雰
覧
い
象
■
貯
ミ
～
。
。
い
蕊
・
（
H
A
帆
G
Q
．
Φ
・
N
団
付
）
鼻
・
9
？

　
矧
登
・
ワ
簿
．
首
く
℃
』
霞
帥

⑳
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
宗
教
改
革
の
｝
前
提
」
『
西
洋
史
学
臨
第
四
四
輯
参

　
照
。

⑳
o
g
．
国
三
目
五
二
§
■
（
属
φ
・
ミ
付
）
多
暫
ρ
・
。
・
一
β
。
搾

　
℃
ふ
餅

⑭
智
8
σ
…
・
喝
■
鼻
も
℃
」
。
。
㊤
～
群
9
℃
づ
ρ
σ
暴
ε
⇒
”
。
，
H
導
ぎ
α
』
〈
～
プ
．
・

⑳
切
魯
冒
讐
8
、
ω
蜀
茸
＆
」
く
罫

⑩
　
本
稿
「
ぼ
し
が
き
」
参
照
。
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ビーコツクの立場（上）　（松浦）

ピ
ー
コ
ヅ
ク
が
“
勇
①
鷺
①
ω
の
。
㌦
、
を
執
筆
し
た
当
時
に
お
け
る
ロ

ラ
！
ド
運
動
は
、
グ
リ
ー
ン
の
い
う
第
三
期
地
下
運
動
の
時
期
で
あ

①り
、
東
南
部
地
方
の
職
人
仲
間
を
中
心
に
い
わ
ゆ
る
μ
ラ
ー
ド
聖
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

や
ウ
イ
ク
リ
フ
の
．
、
芝
搾
昇
雲
、
、
と
い
う
化
体
説
否
定
の
通
俗
論
文

を
読
み
、
「
聖
書
人
」
（
．
．
b
σ
巨
Φ
ヨ
①
ジ
、
＝
、
囚
8
≦
同
ヨ
Φ
昌
．
．
）
ま
た
は
「
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

俗
派
」
（
、
ビ
勺
硝
貧
け
覧
、
）
と
し
て
民
衆
の
闘
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

一
般
に
ウ
イ
ク
リ
フ
の
教
説
は
四
つ
の
異
っ
た
社
会
層
に
滲
透
し
て

い
っ
た
の
で
あ
．
つ
て
、
　
ω
オ
ヅ
ク
ス
フ
す
ー
ド
大
学
を
中
心
と
す

る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
サ
ー
ク
ル
、
　
②
密
の
配
分
に
あ
ず
か
ろ
う
と

し
て
教
会
財
産
没
収
に
賛
同
し
た
ナ
イ
ト
厨
、
　
③
同
じ
く
新
興
商

人
、
市
洗
芋
、
　
㈱
解
体
期
の
社
会
に
お
い
て
何
ら
か
の
新
た
な
世

界
観
を
え
た
い
と
す
る
め
ざ
め
つ
つ
あ
っ
た
民
衆
、
こ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
　
こ
の
う
ち
　
ω
　
②
　
③
は
か
の
異
端
者
焚
刑
令
や
聖

　
　
　
④

職
者
会
律
（
置
O
ρ
》
簿
。
暁
O
o
謬
く
o
o
ρ
鉱
○
こ
に
よ
っ
て
、
　
さ
ら
に
は

O
践
。
霧
菖
①
の
乱
（
年
嵩
～
ご
や
蜜
。
貯
ω
げ
鍵
℃
Φ
の
乱
（
一
四
三
一
年
）

の
壊
滅
以
後
は
、
ほ
と
ん
ど
離
脱
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
わ
が
ピ
ー

コ
ッ
ク
の
時
代
に
は
、
〔
田
の
み
が
残
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時

に
あ
っ
て
は
現
実
社
会
に
対
す
る
不
満
な
い
し
攻
撃
は
、
し
ば
し
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

宗
教
的
異
端
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
の
で
あ
り
、
ロ
ラ
ー
ド
派
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
も
と
に
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
不
満
が
現
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
勿
論
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
地
下
運
動
の
全
貌
を
明
む
か

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
事
件
と
し
て
詑
録
さ
れ

た
も
の
を
で
き
る
だ
け
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

　
一
四
一
九
年
の
聖
職
者
会
議
の
記
録
か
ら
は
h
魔
術
を
行
っ
て
異

端
に
問
わ
れ
た
空
。
げ
鷲
創
≦
①
貯
Φ
巴
、
異
端
た
る
こ
と
を
認
め
誓
絶
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
教
悔
師
囲
巴
℃
げ
○
毛
窪
Φ
α
①
や
芝
臼
鑓
霞
じ
d
琶
O
≦
欝
Φ
の
例
が
み
・
ら

れ
、
一
四
二
〇
年
に
は
当
時
著
名
な
μ
ラ
ー
ド
の
徒
で
あ
っ
た
芝
筥
憎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

鋤
ヨ
冨
鑓
①
の
が
転
向
し
て
い
る
。
一
四
二
一
年
に
は
す
で
に
異
端
と

し
て
告
発
さ
れ
て
い
た
ぞ
崖
㌶
ヨ
日
鋤
胤
O
邑
が
し
ば
し
ば
誓
絶
し
な

が
ら
も
な
お
依
然
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
に
反
し
て
、
人
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

交
遊
し
、
林
罪
刑
に
処
せ
8
り
れ
て
い
る
。
一
m
悶
一
一
㎜
同
年
に
［
は
ス
タ
ム
フ
ォ

ー
ド
の
托
鉢
僧
で
英
語
で
「
誤
れ
る
結
論
」
を
述
べ
、
そ
の
取
消
を
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
”

ぜ
ら
れ
た
闘
。
げ
誹
図
¢
ω
ω
Φ
置
お
よ
び
使
徒
書
簡
の
偽
造
を
告
白
し
て
誓

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

絶
し
た
臼
。
ご
p
二
面
9
①
の
例
が
見
ら
れ
る
。
著
名
な
の
は
一
四
二
五

年
の
聖
職
者
会
議
で
告
発
さ
れ
た
毛
管
猷
謹
幻
。
ω
ω
鉱
δ
の
場
合
で

あ
ろ
う
。
彼
は
多
年
ロ
ラ
ー
ド
の
徒
と
し
て
け
ん
ぎ
を
う
け
、
ユ
ー
0

税
に
反
対
し
て
誓
絶
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
召
喚

を
無
視
し
て
慣
－
一
、
に
至
9
、
投
獄
さ
れ
る
や
牢
を
破
っ
て
逃
亡
し
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⑭

て
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
　
一
四
二
八
年
に
は
異
端
の
本
を
所
持
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
た
♂
冨
｝
o
銭
留
ご
畷
、
墾
餐
式
・
偶
像
崇
拝
・
巡
礼
な
ど
に
反
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

審
問
か
ら
逃
げ
か
く
れ
た
諮
§
9
暦
ぎ
①
U
Φ
轟
。
a
、
誤
謬
と
異
端

の
と
が
で
投
獄
さ
れ
、
四
日
問
に
わ
た
る
き
び
し
い
審
問
に
屈
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

よ
う
や
く
誓
絶
し
た
図
O
σ
Φ
答
某
、
英
訳
聖
書
を
も
ち
、
　
ロ
ラ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
秘
密
集
会
を
開
い
て
い
た
名
陣
濠
四
旨
鵠
鍵
＜
①
唄
O
団
↓
Φ
づ
α
①
註
Φ
β
、

英
語
で
書
か
れ
た
．
、
し
d
o
o
屏
9
9
①
P
①
≦
ピ
9
毒
、
、
と
い
う
本
を
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

持
し
、
異
端
の
疑
の
濃
い
臼
。
ぎ
0
9
D
蕾
、
　
異
端
の
容
疑
で
逮
捕
さ

　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
た
幻
ぱ
げ
錠
α
9
§
貯
な
ど
、
い
ず
れ
も
聖
職
者
会
議
に
召
喚
さ
れ

て
誓
絶
し
て
い
る
。
一
四
二
九
年
に
は
乏
罪
跡
ヨ
O
罎
拶
畷
P
と
い
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ブ
リ
ス
ト
ル
市
民
が
五
度
隠
に
よ
う
や
く
誓
絶
し
て
い
る
。
一
四
一
二

〇
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
羊
毛
梱
包
人
男
搾
詩
歴
国
。
¢
づ
q
①
つ
が
頑
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
誓
絶
を
拒
ん
で
焚
刑
に
処
せ
ら
れ
、
　
一
四
三
一
年
に
は
閻
ω
ω
Φ
区

の
蜜
ρ
づ
Φ
名
島
①
づ
の
教
区
牧
師
で
あ
っ
た
↓
げ
。
匿
餌
の
じ
d
餌
α
q
δ
嘱
が
殉

　
⑳

教
し
て
い
る
。
同
じ
一
四
ご
二
年
に
は
こ
の
よ
う
な
個
別
的
な
活
動

を
組
織
化
し
た
、
か
の
冨
。
醤
ω
げ
黛
。
巻
①
の
乱
が
起
っ
て
い
る
。
「
こ

の
〉
び
ぢ
叩
鳥
。
昌
に
お
け
る
異
端
の
集
A
口
」
は
い
わ
ゆ
る
．
．
鋤
ヨ
Φ
団
⇔
⑪

O
h
跳
ω
段
ω
鴇
惣
を
形
成
し
、
か
つ
て
ロ
ラ
ー
ド
の
徒
に
よ
っ
て
起
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
教
会
財
産
没
収
運
動
の
再
版
で
あ
り
、
富
裕
な
教
会
や
高
僧
の
財

産
を
没
収
し
て
こ
れ
を
下
級
僧
侶
や
貧
民
に
再
分
配
し
よ
う
と
す
る

プ
戸
グ
ラ
ム
を
も
ち
、
そ
の
案
文
を
ロ
ン
ド
ン
・
コ
ヴ
ェ
ソ
ト
リ
、
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
地
方
に
ば
ら
ま
き
、
一
時
大
い
に
気
脈
を
通
じ
あ

っ
た
。
　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
者
の
本
名
は
零
白
三
日
ζ
o
漏
乙

鳥
Φ
く
覧
㊦
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
陰
謀
の
首
領
と
し
て
は
智
。
園
ω
げ
胃
℃
Φ

o
団
芝
お
目
。
触
Φ
ω
長
客
α
で
通
っ
て
い
た
。
こ
の
陰
謀
は
間
も
な
く
洩
れ
、

一
味
は
諺
げ
ぎ
σ
q
儀
。
旨
や
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
逮
捕
さ
れ
、
首
領
ω
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

9⊃

�
@
も
一
味
と
と
も
に
焚
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
　
こ
の
乱
に
お
い
て

注
目
す
べ
き
は
、
筆
工
、
画
工
、
製
本
工
な
ど
が
多
く
加
担
し
て
い

て
、
ロ
ラ
ー
ド
の
徒
の
間
に
読
書
人
ら
し
い
も
の
が
増
大
し
つ
つ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

る
こ
と
を
想
定
し
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
比
較
餉
に
史
劇
的
に
そ
の
主
張
内
容
や
経
緯
が
明
ら
か
な

二
、
三
の
例
に
つ
い
て
見
よ
う
。

　
コ

　
A
　
ζ
鍵
σ
q
①
蔓
じ
口
9
。
o
ぽ
ω
8
H
ノ
ブ
オ
ー
ク
州
，
鼠
黛
D
旨
冨
B
の
大
工

　
こ

の
妻
で
、
＝
四
二
八
年
異
端
と
し
て
告
発
さ
た
が
、
彼
女
に
対
す
る

異
端
箇
条
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
ω
神
・
マ
リ
ア
・
聖
潜
に
よ
る
に
非
ざ
れ
ば
、
聖
職
者
は
あ
た
か
も
蜂

の
よ
う
に
信
者
の
皮
膚
を
刺
し
、
心
を
毒
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
偶
　
教
会
内
の
偶
像
に
脆
き
、
祈
る
こ
と
慧
悪
で
あ
る
。
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周
　
も
し
教
会
内
の
す
べ
て
の
聖
体
が
神
で
あ
り
、
ク
リ
ス
ト
の
身
体
で

あ
る
と
せ
ば
、
無
限
に
多
く
の
神
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
教
会
内
の
そ

れ
は
入
々
を
偶
像
崇
拝
に
誘
う
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
ω
　
人
々
が
聖
ト
マ
ス
と
よ
ん
で
い
る
8
び
。
掃
蕩
霧
○
｛
O
費
醤
銭
σ
霞
唄
は

偽
善
者
で
あ
る
。
何
と
な
ら
ぽ
彼
は
多
く
の
財
産
を
教
会
に
寄
進
さ
せ
た
か

ら
で
あ
る
。

　
㈲
　
神
の
法
の
真
の
説
教
春
で
あ
っ
た
　
ノ
く
白
β
学
僧
三
富
や
㎏
o
げ
二

≦
ゴ
◎
α
o
嵩
な
ど
真
に
神
に
仕
え
た
人
々
に
迫
実
を
加
え
た
者
に
対
し
て
は
神

罰
が
下
る
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
各
人
が
定
ま
っ
た
日
暁
に
肉
や
魚
を
食
べ
る
こ
と
は
決
し
て
不
当
で

は
な
い
。

　
⑦
異
端
と
し
て
批
難
さ
れ
た
≦
置
富
は
善
良
に
し
て
重
な
る
人
で
あ

る
。

　
圖
　
彼
女
は
夫
が
夜
ご
と
に
彼
女
の
た
め
に
読
ん
で
く
れ
た
本
の
内
容
を

　
　
　
　
　
　
　
⑳

聞
く
こ
と
を
望
ん
だ
。

　
コ

　
B
　
菊
巴
燭
び
ζ
¢
づ
α
q
矯
P
二
〇
力
年
以
上
も
異
端
と
し
て
の
悪
名
高

秘
四
ヵ
月
間
入
牢
し
て
も
奮
屈
し
な
か
っ
た
彼
に
対
す
る
異
端

一
六
力
条
を
み
よ
う
。

　
ω
彼
は
一
時
．
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
泌
轡
虫
義
民
、
。
謄
頃
巴
｝
の
副
司
祭
で
あ

り
、
律
ボ
ヘ
ミ
ア
に
逃
れ
て
フ
シ
ー
ア
ソ
運
醐
甥
に
参
　
加
岬
し
た
℃
①
け
。
『
O
一
p
目
搾
の

（
℃
葺
窪
℃
節
賓
器
と
も
い
う
）
の
知
友
で
あ
る
。

　
②
　
彼
は
こ
の
℃
象
霞
Ω
郎
三
お
が
異
端
潜
と
し
て
悪
名
高
い
人
物
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
。

　
㈲
　
こ
の
こ
と
を
よ
く
知
り
な
が
ら
、
彼
は
こ
の
男
に
帰
依
し
、
深
い
交

渉
を
も
つ
た
。

　
ω
　
ウ
イ
ク
リ
フ
の
英
語
の
本
を
所
持
し
、
か
つ
そ
れ
を
知
友
に
与
え
た
。

ま
た
　
．
．
日
該
ρ
一
〇
α
q
諾
も
。
、
．
と
．
、
国
ぐ
騨
⇒
α
Q
鉱
冨
、
．
を
所
持
し
、
　
こ
れ
ら
を
ハ
ム
プ

シ
ヤ
ー
の
礼
拝
堂
牧
師
冒
ぎ
切
。
＃
o
に
売
却
し
た
。

　
紛
　
こ
れ
ら
の
本
が
異
端
的
見
解
を
ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
た
。

　
㈹
　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
や
質
ン
ド
ン
市
な
ど
で
各
地
の
勇
女
と
こ

の
よ
う
な
教
説
・
著
作
を
交
換
し
、
ま
た
教
示
し
た
。

　
⑦
　
二
〇
力
年
以
上
も
ロ
ラ
：
ド
派
と
し
て
疑
わ
れ
て
き
た
。

　
㈲
　
数
回
各
地
区
の
司
教
に
召
喚
さ
れ
、
信
仰
に
つ
い
て
弁
明
し
た
。

　
⑨
　
ロ
ラ
ー
ド
の
疑
で
名
だ
た
る
し
d
鍵
夢
。
δ
ヨ
Φ
芝
O
o
ヨ
ヨ
。
謬
σ
q
碧
を
訪

問
し
た
。

　
⑩
　
ロ
ラ
ー
ド
の
徒
と
疑
わ
れ
て
い
た
匹
3
鍵
自
竃
〇
三
ハ
に
近
ず
き
交

渉
を
も
つ
た
。

　
⑪
　
か
つ
て
○
冠
。
霧
控
①
の
召
使
で
あ
っ
た
団
。
℃
窪
と
い
う
男
と
交
際

し
た
。
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⑱
　
ロ
ン
ド
ン
市
民
で
ロ
ラ
ー
ド
の
疑
分
あ
っ
た
馨
語
調
綴
。
境
跨
と
い
う

入
の
教
講
師
円
ぴ
。
ヨ
邸
栃
○
鴛
。
馨
①
目
と
極
め
て
親
密
で
あ
っ
た
。

　
㈹
ω
冨
α
妻
。
吋
夢
の
家
で
ボ
ヘ
ミ
ア
人
と
戦
う
こ
と
は
不
当
で
あ
り
、

す
べ
て
の
物
は
共
有
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
私
有
財
産
は
も
つ
べ
き
で
な
い

と
公
然
と
言
明
し
た
。

　
㊥
　
あ
れ
こ
れ
極
め
て
異
論
の
容
疑
が
濃
い
。

　
騰
　
上
述
の
理
由
か
ら
少
く
と
も
誓
絶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
こ
れ
ら
の

容
疑
は
真
相
を
語
っ
て
い
な
い
と
主
張
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
⑯
　
尋
問
さ
れ
る
や
誓
絶
を
拒
否
し
た
。

　
コ

　
c
空
。
冨
a
妻
署
冨
彼
は
度
重
な
る
審
問
に
よ
っ
て
一
時
誓

　
　

絶
し
極
刑
を
免
れ
た
が
、
牢
獄
か
ら
釈
放
さ
れ
ぬ
ま
ま
一
四
四
〇
年

ま
で
入
牢
し
て
い
た
。
そ
し
て
い
か
な
る
説
得
も
彼
の
根
本
的
立
場

を
変
革
し
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
、
遂
に
一
四
四
〇

年
山
ハ
月
一
七
臼
り
て
の
下
僕
と
と
も
に
軸
災
刑
に
処
せ
ら
ノ
れ
た
。
　
ボ
ヘ
ミ

ア
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
．
．
○
Φ
ω
鐘
。
鐸
昌
三
田
げ
鍵
α
o
芝
嘱
o
N
づ
門
①
甲

げ
讐
巽
。
冒
〉
づ
σ
q
鶴
p
、
．
に
よ
れ
ば
、
彼
に
対
す
る
異
端
．
誤
謬
一
四

力
条
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
ω
偶
像
崇
拝
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
②
神
と
偶
像
と
は
関
係
が
な
い
。

　
㈹
　
人
は
悪
徳
の
僧
侶
に
ざ
ん
げ
を
す
べ
ぎ
で
は
な
く
、
善
行
の
ざ
ん
げ

僧
を
選
ぶ
ぺ
ぎ
で
あ
る
。

　
¢
0
人
は
全
福
音
書
を
知
る
べ
き
で
あ
り
、
知
っ
た
か
ら
に
は
祈
る
べ
き

で
あ
る
。

　
㈲
　
人
は
そ
の
内
容
を
知
る
た
め
に
自
国
語
で
祈
る
べ
き
で
あ
る
。

　
㈲
　
　
各
伽
掴
侶
は
密
己
の
最
銘
口
を
つ
く
し
て
聖
藪
酬
を
理
羅
…
す
べ
き
で
あ
・
リ
、

ま
た
説
教
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
⑦
　
エ
ル
サ
レ
ム
や
ロ
ー
マ
に
行
く
こ
と
は
無
駄
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　
㈲
　
巡
礼
に
行
く
男
女
は
常
に
聖
書
を
そ
の
会
話
の
主
題
と
す
べ
き
で
あ

る
。　

㈲
　
僧
侶
は
物
乞
い
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
⑯
　
施
与
は
老
人
・
弱
嶺
・
病
人
に
の
み
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
1
9
　
ク
リ
ス
ト
の
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
十
字
架
は
崇
拝
さ
る
べ
き
で
は
な

い
。

　
⑫
　
説
教
は
場
所
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
⑱
　
人
を
焚
刑
に
処
す
る
者
は
不
法
を
行
う
者
で
あ
る
。

　
⑭
匹
。
｝
嬉
乙
！
ぐ
《
。
げ
。
が
誤
っ
て
い
る
と
い
、
）
齎
こ
そ
愚
者
で
あ

る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
例
に
み
る
よ
う
に
、
ロ
ラ
ー
ド
の
徒
は
確
乎
た
る
信

念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
、
聖
書
に
依
拠
し
て
相
妾
の
知
識
を
も
つ
て

い
た
こ
と
、
秘
密
の
連
絡
や
交
渉
を
し
て
い
た
こ
と
、
民
衆
の
間
に

136　（136＞



ビーコ・yクの立揚（上）　（松浦）

入
っ
て
非
常
な
信
顧
と
尊
敬
を
え
て
い
た
ピ
と
、
総
じ
て
レ
ヒ
ラ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

や
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
説
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
感
化
・
影
響
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

こ
ろ
ま
こ
と
に
無
視
で
き
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
わ

が
ピ
ー
コ
ッ
ク
自
身
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

時
に
お
け
る
ロ
ラ
ー
ド
運
動
の
分
布
は
、
上
述
し
た
徒
號
の
出
身
地

ま
た
は
活
動
地
を
集
計
し
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
い
ぎ
8
詳
窯
。
撃

鴎
9
ぎ
ω
償
融
9
ぎ
国
ω
ω
①
鉾
し
d
痛
。
騨
ぎ
σ
q
げ
黛
D
日
b
竃
賦
臼
①
器
〆
ω
O
鑓
Φ
諺
Φ
け

の
名
前
、
と
く
に
乞
。
賎
。
犀
州
を
中
心
と
す
る
東
南
部
一
帯
の
職
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
⑳

層
の
間
に
お
い
て
盛
ん
で
あ
っ
た
。
す
で
に
ス
タ
ッ
ブ
ス
や
ロ
ジ
ャ

ー
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
軍
ラ
ー
ド
の
徒
は
多
く
ヨ
ー
ク
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
勢
力
地
盤
に
輩
出
し
て
」
い
た
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
す
で
に
エ

ン
ゲ
ル
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
政
権
は
崩
壊

に
瀕
し
た
封
建
領
主
、
と
り
わ
け
ウ
ェ
ル
ズ
や
北
部
地
方
に
大
領
地

を
有
す
る
大
封
建
領
主
の
利
害
を
代
表
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ヨ
ー

ク
政
権
は
封
建
的
危
機
の
な
か
に
生
長
し
た
中
産
階
級
と
く
に
東
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

部
の
市
民
層
に
支
持
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ

は
わ
が
ピ
ー
コ
ッ
ク
が
ウ
ェ
ル
ズ
人
で
あ
9
、
グ
ロ
ス
タ
ー
公
や
サ

フ
ォ
ー
ク
伯
の
庇
護
を
う
け
た
こ
と
、
お
よ
び
彼
が
ロ
ラ
…
ド
運
動

に
力
強
く
対
決
す
．
る
に
い
た
っ
た
背
景
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

①
o
冨
窪
は
第
一
薄
霧
践
。
艮
。
覧
卍
器
。
1
ー
オ
ヅ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
中

　
心
、
　
第
二
期
唱
。
雛
試
。
巴
℃
げ
ρ
ω
Φ
1
1
0
雀
。
器
¢
①
の
乱
申
心
、
第
三
期

　
d
⇔
島
①
冠
σ
q
弓
O
に
コ
α
窯
○
〈
①
鑓
①
馨
（
一
四
一
七
年
以
降
）
　
と
分
け
て
い
る
。

　
（
ρ
⑦
①
量
霧
Φ
営
＄
憎
滋
碧
3
α
q
①
器
食
い
。
巳
■
6
蜜
毛
』
O
日
～
⑩
）

　
な
お
、
ロ
ラ
ー
ド
運
動
一
般
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
e
⑬
参
照
。

②
　
野
H
■
U
①
勲
鵠
①
鮎
団
嚇
8
プ
。
ω
一
σ
Q
ユ
諏
O
黛
口
。
Φ
o
h
陸
ぴ
Φ
ぴ
O
嵩
ρ
H
島
切
8
｝
①
一
⑩
㎝
掃

③
螢
ρ
8
餌
覧
○
コ
8
ぎ
轟
｝
詳
餌
昌
O
閏
居
費
＄
ユ
§
ご
昏
。
屋
自
冒

　
0
2
ρ
9
蔓
一
8
0
＜
o
野
口
噂
唱
・
ω
り
～
8
■
○
鼠
a
器
昌
。
や
9
懐
く
。
岡
」
納

　
℃
■
目
。
。
．

④
菊
φ
麟
三
審
8
p
乙
顕
男
9
σ
q
餌
箒
…
日
課
国
昌
σ
Q
’
匹
。
・
言
σ
Q
o
暁
同
ω
。
。
一

　
巳
8
℃
・
胡
邑
Q
鉱
鼠
器
貫
。
唱
．
9
挫
．
＜
o
｝
・
同
■
℃
や
臼
～
ω
．
目
Q
。
．

⑤
国
．
岸
○
餓
3
。
冥
ω
o
ユ
巴
目
＄
。
プ
貯
α
q
鼠
O
訂
葺
声
づ
O
プ
母
。
げ
く
。
ピ

　
ピ
や
ω
8
・
鵠
濠
。
耳
茸
詳
畠
団
魁
α
q
騨
三
〇
や
。
搾
や
二
・

⑥
＝
閃
霧
9
窪
瓢
鰻
N
碧
δ
凄
讐
．
、
鼠
．
び
団
ノ
＜
．
妻
・
G
o
ぼ
犠
①
ざ
男
。
嗣

　
ω
①
ユ
①
ω
一
Q
Q
α
Q
◎
・
囲
賞
歴
同
O
創
・
一
習
く
路
一
．

⑦
妻
籠
畠
霧
強
ω
詮
～
q
9
け
こ
○
鉱
乱
戦
昌
く
○
『
一
．
℃
唱
・
這
α
～
⑦
．

⑧
笹
ξ
ω
ミ
a
仲
二
〇
鉱
誌
器
二
皆
§
娼
．
誌
8

⑨
瞳
畠
』
9
～
お
。
搾
」
ぴ
箆
■
郊
や
H
培
～
ρ

⑩
茸
α
■
誌
。
。
～
O
鼻
ご
ま
斜
竈
し
ω
O
～
ピ

⑪
筐
α
．
お
幽
～
＄
9
酔
●
し
寓
畠
．
℃
℃
し
器
～
餅

⑫
O
鉱
a
器
貫
。
℃
ゆ
。
霊
く
。
一
．
財
や
置
9

⑲
葦
9
竃
》
．
建
㎝
～
①
’

⑭
タ
、
三
諺
三
。
。
㊤
ω
～
膳
鼠
け
‘
」
ご
乙
署
φ
置
①
～
メ

⑯
○
鉱
a
器
貫
筐
9
や
置
土

⑯
／
＜
三
登
適
宜
N
6
昏
昏
陣
二
帥
三
F
一
）
し
幾
●
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⑰
　
O
酷
ヨ
．
〇
二
〇
二
ぴ
乙
．
鷲
呂
り
幽
Q
◎
～
り
・

⑱
缶
§
枠
．
。
・
Q
り
9
濤
三
章
U
δ
8
。
・
。
憲
。
。
葺
‘
層
O
p
画
a
き
コ
薫
9
男
縁
O
轡

　
亭
P

⑲
O
a
導
き
吋
二
一
）
乙
一
）
．
窃
ρ
　
⑳
彦
α
電
」
G
。
の
～
8
・

⑳
　
一
四
．
一
〇
年
議
会
に
対
し
て
な
さ
れ
た
提
案
に
お
い
て
は
、
教
会
財
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ス
ク
ツ
イ
ア

　
没
収
に
よ
り
十
五
人
の
伯
、
一
五
〇
〇
人
の
ナ
イ
ト
、
六
二
〇
〇
入
の
郷
紳

　
お
よ
び
一
〇
〇
の
施
療
院
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
訴
え
て
い
た

　
（
カ
。
倉
℃
ρ
ユ
．
一
二
①
卜
Ω
9
①
濫
・
9
f
O
巴
吋
爵
お
貫
。
喝
・
9
¢
ノ
、
o
劉
ピ
一
二
・

　
Φ
Q
Q
～
幽
し
．
が
、
こ
の
際
も
こ
れ
と
同
様
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑳
　
○
重
量
幽
β
o
コ
。
や
。
罫
．
く
。
戸
ピ
唱
や
ド
①
O
～
磨

⑳
　
主
著
一
ρ
o
O
ぴ
｝
寓
①
蔦
φ
・
＜
ヨ
乙
二
お
H
ヲ
、
餌
。
。
δ
》
o
隔
鳴
「
ρ
瓢
8
同
詮
刈
！

　
℃
や
県
①
～
メ
切
卜
⊃
■

⑳
．
．
ω
○
∩
陣
鎮
管
h
Φ
葬
b
づ
葺
鉱
降
胤
d
。
2
3
・
O
o
お
器
。
・
け
8
些
①
甥
Φ
、

　
h
o
目
ヨ
簿
陣
○
昌
、
－
o
o
日
℃
嵩
①
傷
び
《
Q
O
．
O
o
良
8
罫
δ
蜜
①
9
℃
マ
腿
8
～
朝

⑳
O
鉱
a
霧
昌
ε
、
9
¢
く
〇
一
．
同
．
毛
噺
ば
。
。
～
届
蒔

⑳
　
ω
臣
ユ
。
ざ
。
ワ
9
¢
や
℃
．
し
月
O
H
～
0
1
’
閑
・
国
．
菊
・
＜
・
唱
・
①
◎
◎
日
～
腿
一
・

　
○
㊤
岸
畠
灘
①
コ
。
や
。
凶
け
娼
℃
．
一
ト
⊃
9
一
鴫
一
～
一
〇
◎
9

　
　
な
お
ゆ
零
7
9
巳
芝
《
o
財
Φ
が
焚
刑
に
処
せ
ら
れ
る
や
異
常
な
セ
ソ
セ
ー

　
シ
ョ
ソ
が
人
々
の
悶
に
起
つ
た
。
何
と
な
ら
ば
彼
の
名
は
広
く
知
ら
れ
て

　
お
り
、
彼
を
鍛
者
と
考
え
た
人
々
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
男

　
女
が
彼
の
処
刑
さ
れ
た
場
所
に
出
か
け
、
聖
血
に
対
す
る
よ
う
に
麗
い
て

　
祈
り
を
さ
さ
げ
、
貨
幣
や
供
物
を
そ
な
え
て
大
地
に
接
吻
し
、
そ
の
造
骸

　
と
し
て
灰
を
持
ち
帰
っ
た
。
八
雪
間
も
そ
れ
が
続
い
た
の
で
ロ
ン
ド
ン
布

　
長
は
武
装
兵
を
派
し
て
罠
夜
こ
れ
を
制
止
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
遂
に

　
魍
王
は
一
四
四
〇
年
七
月
十
五
賢
各
州
長
に
命
令
を
発
し
、
異
端
と
し
て

　
処
刑
さ
れ
た
看
の
蓬
骸
に
巡
礼
し
、
供
〃
糟
を
そ
な
え
る
こ
と
．
は
不
法
で
あ

　
る
と
警
告
し
て
い
る
。
（
鳩
。
揚
。
一
諜
刈
O
O
◎
9
賞
O
①
貯
創
劉
①
厩
。
や
鼠
¢
！
、
o
『

　
轡
℃
や
一
刈
一
～
さ
っ
）

⑳
ρ
謬
。
三
滝
こ
。
ぎ
彦
ノ
δ
影
！
＜
帥
島
h
戸
象
。
＜
o
同
σ
q
窪
〇
一
法
沖
。
客
¢
へ
【
c
賎

　
男
Φ
h
O
弓
馬
ρ
訟
。
昌
U
①
首
鼠
σ
q
一
〇
◎
刈
Q
◎
b
ご
畠
頃
．
ω
．
も
◎
点
O
Q
・
Q
・
○
夢
野
9
帰
。
昌
。
や

　
o
び
く
。
ピ
ピ
や
H
⑦
掃
な
ど
は
一
四
三
一
年
の
｝
即
。
岸
紛
ぴ
震
℃
Φ
の
乱
以
後

　
ロ
ラ
ー
ド
運
動
は
事
実
上
消
減
し
、
た
だ
群
ー
マ
に
対
す
る
反
感
が
残
つ

　
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ

　
て
そ
れ
は
ず
っ
と
底
流
と
し
て
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
O
．
O
o
づ
ω
葺
暮
い
肖
ψ
o
菊
0
8
ヨ
霧
δ
膨
写
国
β
α
q
冨
嶺
畠
・
ぐ
。
ド
ピ
お
ω
P
や

　
お
罪
濫
■
℃
．
出
蛋
σ
q
げ
。
。
摩
・
目
ン
。
涛
①
8
同
ヨ
舞
δ
⇔
ぎ
国
旨
σ
Q
賞
口
血
ノ
、
o
劉
ピ

　
お
総
．
℃
．
畿
餅
）
な
お
こ
の
点
前
掲
拙
稿
0
⑲
参
照
。

⑱
O
諺
・
豆
。
や
9
¢
マ
6
ω
5
・
ピ

⑳
例
え
ば
．
．
切
①
需
ω
。
。
霞
．
．
回
・
尾
・
G
。
①
～
メ

⑳
ぎ
×
。
陛
毛
■
α
。
。
σ
～
8
。
誉
○
お
§
旧
や
δ
O
p
ω
な
お
P
舅

　
病
諺
＜
①
芝
窪
一
国
コ
σ
q
賞
邑
首
8
プ
。
＞
σ
q
¢
鼠
タ
ぜ
。
畿
け
お
ト
。
ゆ
。
仙
・
巻
末
．

　
地
図
を
参
照
せ
よ
。

⑭
ω
盆
び
σ
ω
…
O
O
玉
筆
口
凌
¢
o
h
閃
品
冨
邑
・
難
や
ω
⑩
ω
・
↓
巨
菊
。
σ
q
㊦
吋
ω
吻

　
O
①
暮
蛋
該
霧
。
｛
妻
◎
吋
〆
曽
⇒
O
薫
ρ
σ
穀
。
ω
お
N
ω
o
②
や
や
ω
幽
駆
～
伊

⑳
　

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
曲
士
民
皿
職
争
』
山
石
波
文
庫
版
七
五
靴
型
註
②
な
お

　
一
三
四
－
五
頁
註
①
参
照
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
芝
・
鵠
・
瓢
ρ
毛
ρ
、

　
吋
α
…
．
．
国
o
o
づ
。
営
6
》
ψ
や
①
o
富
。
｛
挫
ン
Φ
≦
溝
鼠
菊
。
ω
塁
冨
団
長
け
》
昌
、

　
σ
Q
＝
ρ
、
、
ぎ
国
．
国
．
カ
．
お
ト
っ
①
》
℃
H
牌
や
℃
・
唱
O
～
○
◎
Φ
を
み
よ
。
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ピ・一コックの立場（上）　（松瀞言）

三

　
す
で
に
鵠
o
o
o
δ
く
Φ
の
詩
（
．
．
営
ぎ
。
騰
℃
o
。
ヨ
。
。
．
．
＆
．
ξ
男
」
．

甥
霞
巴
ぐ
竃
Φ
中
国
．
日
・
ω
◎
一
。
。
O
b
。
）
や
、
　
旨
O
¢
づ
昌
巨
α
Q
げ
9
ヨ
の
論
文

（
、
、
U
Φ
叶
興
ヨ
凶
蕾
賦
○
器
ω
．
．
ぎ
男
霧
鼠
8
躍
醸
N
9
⊃
艮
。
凄
ヨ
や
娼
．
。
。
～
8
ω
）
旨

↓
δ
ω
巳
σ
q
8
⇔
の
論
文
（
無
卦
毛
」
。
。
ω
疏
）
切
・
≦
①
ロ
の
の
論
文
（
葦
9

唱
や
ト
・
。
・
O
～
凸
）
な
ど
に
み
る
よ
う
に
、
反
ロ
ラ
ー
ド
の
叫
び
は
あ
げ

　
　
　
　
　
①

ら
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
注
阿
に
価
す
る
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
は

な
い
。
賦
0
8
H
Φ
＜
Φ
の
詩
は
、
信
仰
と
理
性
を
対
照
さ
せ
つ
つ
教
会

の
権
威
を
強
調
し
て
国
民
的
な
感
情
に
訴
え
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

上
述
の
論
交
は
い
ず
れ
も
聖
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
原
文
の
解
釈
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
て
の
ス
コ
ラ
的
論
議
に
終
始
し
て
い
る
。
比
較
的
優
れ
た
も
の
と

し
て
は
、
カ
。
槻
①
糟
O
《
諺
。
渥
の
．
、
ピ
管
①
暁
O
O
式
日
×
目
国
畦
O
Φ
諺
①
け

国
Φ
吐
Φ
ω
①
ω
目
O
ロ
鋤
H
画
。
同
露
鶯
、
．
や
乞
①
欝
①
目
。
鴎
寒
熱
α
①
⇔
の
．
、
O
o
？

8
吋
ぎ
鈴
⑦
、
、
が
あ
．
る
が
、
い
ず
れ
も
全
面
的
な
批
判
や
満
足
す
べ
き

解
容
を
な
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　
U
団
鳶
。
吋
（
o
　
同
Q
Q
㎝
同
～
局
僻
目
O
Q
）
は
ド
ミ
ニ
カ
派
の
神
学
者
で
、
　
こ
の

著
作
は
一
三
九
五
年
の
議
会
に
お
け
る
ロ
ラ
ー
ド
の
徒
の
請
願
一
二

　
③

力
条
に
対
し
て
論
議
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
こ
の
名
が
あ
る
。
彼
は
教

会
を
防
衛
す
る
こ
と
が
国
王
の
義
務
で
あ
る
と
し
、
教
会
財
産
没
収

に
反
対
し
、
そ
こ
か
ら
遂
次
反
論
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
議
論
は
明

確
で
あ
る
け
れ
ど
も
哲
学
的
、
神
学
的
前
提
は
勿
論
、
体
系
的
、
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

織
的
論
議
に
も
欠
け
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
6
9
謹
9
。
ω

宕
①
欝
Φ
冠
へ
。
お
蕊
～
ぱ
ω
O
）
は
優
れ
た
教
会
入
で
あ
り
、
愚
書
の
研
究

に
も
ぬ
き
ん
で
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ふ
、
…
ド
の
学
徒
で
も
あ
り
、
ま
た
ヘ

ソ
リ
…
御
世
の
ざ
ん
げ
僧
で
あ
っ
た
．
、
彼
は
教
会
側
正
統
派
の
熱
烈

な
弁
護
者
で
あ
り
、
○
霞
0
9
毘
ρ
6
p
覧
。
び
鋸
寓
け
①
の
審
問
に
も
協
力

し
て
い
る
。
こ
の
著
作
は
時
の
法
王
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
V
に
冥
色
さ
れ

て
い
て
、
「
海
に
大
嵐
が
吹
き
、
そ
の
た
め
に
聖
ペ
テ
ロ
の
ボ
ー
ト
は

異
端
と
誤
謬
の
波
と
の
は
げ
し
い
闘
い
を
続
け
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
ロ
ラ
ー
ド
派
の
議
論
は
、
ク
リ
ス
ト
の
信
仰
を
二
つ
に
切
り
、

そ
の
半
分
を
受
け
入
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
何
と
な
ら
ば
ウ
イ
ク

リ
フ
は
聖
書
の
信
仰
を
認
め
た
が
、
ク
リ
ス
ト
教
会
の
信
仰
を
無
視

し
て
い
る
と
し
、
例
え
ば
○
冠
〇
四
ω
菖
①
は
ウ
イ
ク
リ
フ
の
福
音
の
名

の
も
と
に
全
教
会
秩
序
を
破
壊
す
る
よ
う
な
叛
乱
を
起
し
た
と
訴
え

て
い
る
。
そ
し
て
聖
書
に
依
拠
す
る
こ
と
こ
そ
信
仰
の
唯
一
の
基
礎

と
考
え
る
ロ
ラ
ー
ド
派
に
全
力
を
あ
げ
て
反
対
し
、
教
会
こ
そ
あ
ら

ゆ
る
疑
惑
に
結
末
を
与
え
る
権
威
を
も
つ
も
の
で
あ
る
ご
と
、
聖
書
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以
外
に
教
父
の
言
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
力
説
す
る
。
そ

し
て
ク
リ
ス
ト
が
天
に
在
る
の
に
対
し
、
法
王
が
地
上
に
い
る
こ
と

の
必
要
性
を
明
証
し
、
法
王
の
権
威
、
福
空
士
、
大
司
教
、
司
教
の

権
能
を
論
述
し
、
さ
ら
に
ウ
イ
ク
リ
フ
が
、
＾
○
鉱
暴
、
、
と
よ
ん
だ
四

僧
団
0
§
の
触
巳
Φ
H
詳
①
ρ
〉
¢
σ
Q
窪
ω
江
巳
鋤
降
ρ
執
鋤
8
σ
詳
①
ρ
竃
ぎ
。
穴
馬
Φ
ω
の

存
在
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
ロ
ラ
ー
ド
の
単
純
性
の
主

張
か
ら
す
る
学
識
の
不
必
要
説
は
、
そ
の
無
智
か
ら
来
る
屯
の
に
す

ぎ
な
い
と
七
、
中
世
教
会
の
統
一
性
と
そ
の
組
織
の
優
秀
性
を
明
ら

か
に
す
る
。
そ
れ
は
U
矯
臣
。
擢
の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
首
尾
一

粛ハ

ｵ
て
い
る
が
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
の
も
の
に
比
べ
る
と
き
は
な
お
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
間
に
あ
っ
て
ピ
ー
コ
ッ
ク
の
『
僧
侶
を
余
り
に
も
批
難
し
も

ぎ
ざ
る
こ
と
』
は
彼
独
自
の
論
理
的
説
得
に
よ
り
全
漁
的
、
体
系
的

に
ロ
ラ
ー
ド
派
を
お
さ
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
畢
生
の

結
晶
と
し
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
．
つ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら

　
⑥

な
い
。
こ
の
書
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
一
四
四
九
年
で
あ
る
と
推
定
さ

れ
る
が
、
そ
れ
が
発
表
さ
れ
た
の
は
恐
ら
く
六
年
後
（
一
四
五
五
年
）
で

　
　
　
　
　
　
⑦

あ
っ
た
ら
し
い
。
　
原
名
は
＝
6
｝
δ
菊
Φ
℃
目
Φ
ω
ω
ぽ
α
q
O
坑
O
く
Φ
融
謹
ざ
冨

≦
旨
貯
σ
q
o
脇
9
Φ
Ω
④
鴇
α
q
δ
、
、
で
あ
っ
た
が
、
後
世
の
手
写
に
よ
9
、

．
．
弓
冨
男
①
q
Φ
ω
α
レ
。
目
。
臨
。
＜
興
昌
μ
《
9
⑦
σ
笹
導
ぎ
σ
q
o
臨
書
①
窪
Φ
H
㈹
閲
．
、

　
嶋
　
　
　
　
⑧

と
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る

見
聞
を
も
と
と
し
て
、
ロ
ラ
ー
ド
派
の
論
文
「
ロ
ラ
ー
ド
の
た
め
の
弁

明
」
（
、
、
〉
℃
G
δ
α
Q
団
h
霞
昏
。
い
○
に
p
a
。
。
．
、
＆
．
σ
績
㎏
・
得
々
＆
◎
O
騨
影
α
o
昌

。。

B
p
び
9
乙
’
回
・
。
爵
）
や
「
教
会
内
の
ロ
ー
マ
的
腐
敗
に
対
す
る
諌
言
」

（
、
．
勺
Φ
讐
。
霧
貯
騨
雛
8
㊤
σ
q
蝕
塁
け
男
9
昆
ω
胃
O
O
旨
口
勺
賦
9
μ
ω
一
一
μ
菩
Φ
Ω
譲
村
。
び
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

。
9
9
旨
¢
・
屑
。
誤
皆
目
ρ
。
。
餌
）
に
対
し
て
直
接
解
答
す
る
と
と
も
に

ロ
ラ
ー
ド
派
を
そ
の
理
性
の
優
位
を
論
拠
と
し
て
説
得
し
、
世
俗
人

の
信
仰
の
基
礎
を
培
い
、
僧
侶
に
は
「
聖
書
人
」
の
反
論
に
答
え
る

べ
き
明
証
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

①
」
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
男
霧
臣
巴
ご
。
や
。
罫
ピ
眉
．
卜
。
ミ
参
照
。

⑨
　
○
話
①
昌
W
o
ワ
。
答
や
同
O
ω
～
鮮

③
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
。
と
り
あ
え
ず
、
出
「
o
α
．
ρ
〇
三
銃

　
．
、
8
ヴ
。
お
O
O
昌
。
冴
ω
δ
⇔
。
。
○
暁
叶
ザ
①
び
。
謬
即
製
ω
．
、
島
国
．
潤
甲
子
・
門
止
「
口

　
這
O
三
唱
や
ひ
。
8
～
ω
O
薩
参
照
。

④
　
○
器
①
雛
旧
。
℃
．
9
斡
℃
や
δ
μ
～
9

⑤
○
鉱
a
匿
昌
。
唱
．
9
ご
く
。
｝
一
’
毛
山
。
。
①
～
卜
⊃
O
ピ
O
器
①
三
〇
ワ
9
汁
．

　
℃
や
回
O
①
～
メ
な
お
裟
①
窪
曾
の
み
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ロ
ラ
ー
ド
派

　
の
教
義
は
次
の
一
〇
言
条
に
要
約
し
う
る
と
い
う
。

　
　
ω
　
法
王
や
教
会
は
聖
書
か
ら
証
明
さ
れ
る
に
非
ざ
れ
ば
、
非
難
さ
る

　
べ
、
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
②
　
塗
嘗
は
信
仰
の
唯
一
の
源
泉
で
あ
り
、
架
職
春
会
議
が
決
定
し
た
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（松浦）ピーコックの立揚（上）

こ
と
は
尊
重
に
価
し
な
い
。

　
㈲
　
聖
博
士
の
教
説
は
尊
重
に
価
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
註
解

は
拒
否
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
ω
　
ロ
ラ
ー
ド
の
徒
は
司
教
や
墨
教
会
徒
よ
り
も
は
る
か
に
学
識
が
あ

る
と
み
せ
て
い
る
。

　
　
⑤
　
聖
教
会
の
博
士
た
ち
は
、
ウ
ィ
ク
リ
フ
の
教
説
を
理
解
し
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。

　
⑥
　
彼
ら
は
ウ
ィ
リ
ク
フ
の
本
を
賞
め
た
た
え
、
聖
教
会
徒
に
も
読
む

こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。

　
⑦
彼
ら
は
難
者
を
教
え
、
巧
妙
に
単
純
な
入
々
の
心
を
と
ら
え
て
い

る
。　

⑧
　
彼
ら
は
そ
の
人
生
親
に
よ
っ
て
人
々
を
そ
そ
の
か
し
、
人
々
の
言

行
を
自
ら
の
方
に
適
合
さ
せ
て
い
る
。

　
⑨
　
彼
ら
は
ウ
ィ
ク
リ
フ
の
欝
を
人
々
が
理
解
し
な
い
と
い
っ
て
い
る

が
、
実
は
彼
ら
こ
そ
ウ
ィ
ク
リ
フ
の
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
ま
た

い
い
加
減
に
引
用
し
て
い
る
。

　
⑩
　
彼
ら
は
ウ
ィ
ク
リ
フ
は
そ
の
死
の
前
に
若
干
そ
の
言
を
取
溝
し
、

　
変
更
し
た
と
し
て
い
る
。

　
　
こ
れ
を
後
述
の
ピ
ー
コ
ッ
ク
の
諏
網
占
｛
と
比
較
対
照
す
る
と
興
暖
げ
ぶ
か
い
。

　
（
0
9
凶
冠
α
コ
①
履
旧
　
鵠
》
一
匹
）

⑥
8
器
ぐ
9
捧
量
O
や
9
¢
お
b
⊃
㊤
。
α
．
や
ω
ま
噛
な
お
レ
ヒ
ラ
ー
は
告
白
し

　
て
い
る
。
　
「
私
は
一
八
四
〇
年
の
夏
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
嘗
館
で
ピ
ー

　
コ
ッ
ク
の
．
．
菊
㊦
唱
話
q
・
ω
○
溶
．
、
を
研
究
し
て
ロ
ラ
…
ド
の
歴
史
に
興
味
を
い

　
だ
き
、
そ
れ
か
ら
ウ
ィ
ク
リ
フ
の
研
究
に
向
つ
た
の
で
あ
る
」
と
。
（
O
H
①
o
最

　
o
や
9
¢
や
回
O
群
議
ピ
）

⑦
．
、
園
Φ
箕
⑦
ω
。
。
o
憎
．
、
目
唱
や
α
霧
～
メ
震
な
｝
冒
8
。
犀
、
㎝
ヨ
貯
＆
旧
擁
鉱

　
じ
d
9
σ
ぎ
σ
Q
汁
。
嵩
”
切
H
暮
8
負
図
×
泣
登
ピ

⑧
M
〈
舜
電
嚇
録
お
匹
。
・
。
o
協
騎
⇒
σ
q
’
臣
審
舜
蔓
犀
。
器
お
嵩
や
①
り
．

　
し
d
帥
鑑
昌
讐
O
昌
、
ω
回
気
跨
。
鼻
一
騎
隔
．

⑨
ピ
…
コ
ヅ
ク
は
一
度
し
か
ロ
ラ
…
ド
の
論
文
に
言
及
し
て
い
な
い

　
（
．
、
霧
買
①
ω
ω
・
脱
、
”
回
ら
や
㎝
O
μ
）
が
、
そ
れ
は
こ
こ
に
あ
げ
た
二
論
文
を

　
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
（
じ
ご
ρ
σ
ヨ
σ
q
8
欝
げ
目
八
丁
○
②
翼
図
識
～
×
×
く
鵠

　
霧
や
ρ
ω
●
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）
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呉琉who　was　an　o蒲cer　of（）h．ang－o溜π’s　command　with歌weak　power．．’

in　’31，　between　’33　and　’36，　grew　to　grasp　the　military　and　fina．　ncial

power　which　Chang－clutn　had　in　’39　to　hold　eighty　thousand　soldiers’

and　forty憩illion　min絡l　revenue　a　year；this　rapid　development　was．．

due　not　only　to　his　personal　talent，　but　to　the　readjustment　policy　by’

the　Nan－sung　dymasty．

　　　　　　　　　　　　　　Peacock’s　Standpoint

religious　controversy　in　the　rniddle　of　the鉦teenth　ce厩ury

　　　　　　　　　by

Michikazu　Matsuura

　　This　article　explains　the　then　expression　of　social　discontent　and　a

corresponding　trend　of　the　ruling　class，　through　the　re1圭gious、．　contro－

v6rsy　in　She　middle　fifteenth　century，　by　taking　the　concrete　aspects、

of　the　Lollards　movement　in　the　so－called‘‘underground孤ovement”

period，　explaini貸g　how　their　teaching　appealed宅。　common　people，　and

examining　the　Peacock’s　oblection　from　analysis　of　his　book‘‘Not£σ

over－condemn　the　priests．”

　　Peacock　stood　against　the　Lollards　teaching　as　a　spokesman　of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
Lancaster　administration，　the　then　ruling　class，　and　he　could　no　longer．

criticise　it　from　the　traditional　catholic　standpoint，　having　no　choice

but　to　persuade　the　Lollards　sect　by　making　his　own　thesis‘judge一

瓢ent　of　reason’and‘1aw　of　nature’sperior　to　the　Bible，　by　which　he

had　to　be　t「ied　as　a　he「etic’

　　His　tragedy　reflected　the　dif丑culties　of　the　then　society，　of　which、

he　was　a　victi狙．
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